
多重債務者相談強化キャンペーン（相談無料・県内10か所で弁
護士等が対応、弁護士会・司法書士会・埼玉県などが協力実施）

債務の問題は専門家の対応により解決できます。抱えずに早めのご相談を！
銀行、社会福祉協議会のコロナ特例貸付、信販、クレジット、消費者金融、ヤミ金融などからの借入れに関する返済でお困りの方を対象に
専門家による無料相談会を開催します。
まずは気軽にお電話ください。

◆予約期間：１１月１日（火）～２２日（火）１０時～１６時【土日祝日は除く】
◆予約電話：０４８－８６２－０５００【予約期間以外はつながりません】
◆日時会場：県内１０会場　１０時～１６時（１１月１９日のみ９時～１６時）
予約制のため、事前にお電話にてご予約ください

 開催日  会場  心の相談  交通手段

１１月９日（水）
１０時～１６時

埼玉弁護士会館２階
地図はこちら

JR浦和駅西口から徒歩14分
JR中浦和駅から徒歩14分

 １１月１１日（金）
１０時～１６時

 さいたま市消費生活総合センター
地図はこちら

  JR東武線大宮駅西口から徒歩４分

１１月１２日（土）
１０時～１６時

埼玉県消費生活支援センター
地図はこちら

JR西川口駅東口からバス
]（川口市立高校下車）徒歩５分

 １１月１４日（月）
１０時～１６時

 越谷市役所くらし安心課相談室３
地図はこちら

 
 東京スカイツリーライン
越谷駅東口から徒歩７分

１１月１６日（水）
１０時～１６時

戸田市役所　３階市民相談室
地図はこちら

JR戸田駅東口から徒歩１０分

 １１月１８日（金）
１０時～１６時

 熊谷市役所　５階５０２会議室
地図はこちら

  JR熊谷駅北口から徒歩１５分

 １１月１９日（土）
９時～１６時

 桶川市役所　３階会議室３０２
地図はこちら

 JR桶川駅西口から徒歩９分

 １１月２１日（月）
１０時～１６時

 所沢市役所　２階２０４会議室
地図はこちら

 
 西武新宿線

航空公園駅東口から徒歩３分

https://saitamasogo.jp/archives/89969
https://saitamasogo.jp/archives/89969
https://corona-support.mhlw.go.jp/seikatsufukushi/index.html
https://www.saiben.or.jp/access/
https://www.google.co.jp/maps/place/35%C2%B054'29.2%22N+139%C2%B037'17.9%22E/@35.9081201,139.6216404,15z/data=!4m5!3m4!1s0x0:0xe1c6e4212ed279b0!8m2!3d35.9081201!4d139.6216404?hl=ja
https://goo.gl/maps/p5VSg5fCZX395MZN8
https://www.city.koshigaya.saitama.jp/smph/toiawase/map.html
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/173/access-todacity.html
https://www.city.kumagaya.lg.jp/shisetsu/shiyakusho/annai/shiyakusho.html
https://www.city.okegawa.lg.jp/soshiki/hisyoshitsu/hisyokoho/siyakusyoannai/7338.html
https://goo.gl/maps/tN9wK2m2Qy1vZek56


１１月２２日（火）
１０時～１６時

埼玉司法書士会
浦和総合相談センター１０８号室

地図はこちら
JR浦和駅西口から徒歩１１分

 １１月２３日（水・祝）
１０時～１６時

 埼玉教育会館　１階１０２号室
地図はこちら

  JR浦和駅西口から徒歩１０分

開催会場
当事務所から、猪股正弁護士、竹内和正弁護士、鴨田譲弁護士が相談会に参加します。

主　催　埼玉県多重債務対策協議会
事務局　埼玉県　県民生活部　消費生活課　TEL　048-830-2930

相談強化キャンペーン2022(PDF)ダウンロード

【コラム】誰もが平和を享受できる社会を（弁護士鈴木満）
昨年、日本政府が提出した出入国管理及び難民認定法（入管法）の改正法案が廃案となり、本年１月に改正法案の再提出が見送られました
が、今秋の国会において再び政府から改正案が提出される可能性があると言われています。

政府は、ウクライナから逃れてきた人たちを、「避難民」と呼び、難民条約上の「難民」に該当しないことから、「準難民」制度を設ける
ことで、「難民に準じて」保護することができるかのように説明しています。

しかし、難民条約の解釈に関する国際的なガイドラインに従えば、ウクライナから逃れてきた人たちを難民として保護することは可能であ
ると言われています。

 政府は、難民条約上の「難民」の要件の解釈を極端に狭くしています。このことは、他国と比較しても著しく低い、日本の難民認定率の
低さに現れています。このような解釈の結果、ウクライナから逃れてきた人たちを難民として保護できないにもかかわらず、あたかも、政
府案によって保護が可能になるかのように説明することは、説明として妥当なものではありません。

昨年廃案となった政府案は、難民保護に反するおそれのある内容を含んでいましたが、政府は、ウクライナから逃れてきた人たちのことを
名目に、この改正案に修正を加えずに、再提出する可能性もありますので注意が必要です。

ただし、現在の日本の制度でも難民が十分保護されているとは言えません。難民認定率は著しく低く、何度も難民申請をして、何年もかけ
て、ようやく難民として認められるような事例もあります。

政府は、日本国民が平和に暮らせる社会を作るだけでなく、平和な生活を求めて、戦火や迫害から日本に逃れてきた人たちの権利も適切に
守る社会を作るべきです。

https://www.saitama-shihoshoshi.or.jp/window/urawa/
http://kykkkn.starfree.jp/access.html
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
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https://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2022/10/eea7f1a20273b12d8b1402540dfcc2a3.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/89842
https://www.moj.go.jp/isa/laws/bill/05_00007.html


弁護士　鈴木　満

（事務所ニュース・2022年夏号掲載）

「再生可能エネルギーと未来のための公共」（弁護士　髙木太郎）
再生可能エネルギーについての講演をきく機会がありました。
ソーラー発電や風力発電でも地元の方にとっては、不安なもの。景観や光害、低周波の問題で大きな反対運動になることも。解決の鍵は、
住民参加や情報の徹底的な公開、当該計画が地域の真の利益に結びつくのかの、公共性にあるようです。
民間活力を導入すれば何でも解決するという考えではなく、改めて、公共性を考える時期に来ているのかもしれません。

弁護士　髙木　太郎　

【コラム】平和について考える（弁護士南木ゆう）
　毎年、８月になると否が応でも戦争のことを思い出す、唯一の被爆国である日本人は、そんな感覚の人が多いのではないでしょうか。

私も、戦時中小学校の教師をしていた亡祖母から、空襲の話や学童疎開の話を繰り返し聞きました。また、修学旅行で広島に行ったときは、
被爆者の方から直接体験談を聞き、トラウマになるほどの強烈な思い出になりました。

飜って、今の子供たちに戦争はと聞けば、今年の２月に始まり、いまだ終結の兆しが見えないロシアのウクライナ侵攻になってしまったよ
うです。今は、当時の戦争とは異なり、インターネットやテレビをつければ、リアルタイムで多くの映像や情報で溢れています。しかし、
ドローンからの俯瞰の映像からは、現実の悲惨さがあまり伝わらず、どこか現実離れしたゲームの世界のように感じられます。たくさんの
情報に接すると、物事を理解した気になってしまいがちですが、見たことが全てではなく、その背後にどのような人たちの暮らしがあった
のか、どのような残虐な殺戮が日々起きているのか、想像力を働かせないと、なぜ戦争がダメなのか本当の意味が理解できないのではない
かと考えています。そろそろうちの子供たちにも「はだしのゲン」を見せようかな、「アンネの日記」も良いね、「夕凪の街　桜の国」も
見せたいな、一緒に「丸木美術館」にも行きたいな･･･など、私なりの戦争教育を考えている今日この頃です。

弁護士　南木　ゆう

（事務所ニュース・2022年夏号掲載）
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https://www.amazon.co.jp/%E5%A4%95%E5%87%AA%E3%81%AE%E8%A1%97-%E6%A1%9C%E3%81%AE%E5%9B%BD-%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B9-%E3%81%93%E3%81%86%E3%81%AE-%E5%8F%B2%E4%BB%A3/dp/4575297445/ref=asc_df_4575297445/?tag=jpgo-22&linkCode=df0&hvadid=295667532224&hvpos=&hvnetw=g&hvrand=2486770156399776450&hvpone=&hvptwo=&hvqmt=&hvdev=c&hvdvcmdl=&hvlocint=&hvlocphy=1009242&hvtargid=pla-525886806905&psc=1&th=1&psc=1
https://marukigallery.jp/
https://saitamasogo.jp/minakiyu


【コラム】生活保護引下げ違憲訴訟（弁護士鴨田譲）
2013年に強行された生活保護費引下げの取消しを求める裁判が全国各地で行われ、埼玉でも2014年から訴訟を行っています。
訴訟を始めてから8年目の今年6月、生活保護利用者である原告本人の尋問が実施されました。
私が尋問を担当した80代女性の方は、法廷で次のようなお話をされていました。
「普通、キャベツの一番外の葉っぱは捨てる人が多いと思いますが、私はその葉っぱも捨てないで使います。」、
「先日餃子を作りましたが、具は肉なしでキャベツのみの餃子です。」、
「亡くなっている友人もおり、本当は葬儀に参列したいのですが、香典が出せないので葬儀の参列はしていません。その代わりに、四十九
日にお悔やみのお手紙と線香1箱を送るようにしています。」、
「孫の結婚式に行きましたが、ご祝儀をあげられないのがとても辛かったです。結婚式には、喪服を着て、自分で作ったコサージュのよう
な飾りを付けて出席しました。お金を払わず立派な料理を食べて引け目を感じました。」、
そして最後に、
「何も贅沢をしたいと言っているわけではありません。せめて引下げ前の生活扶助費に戻して欲しいと言っているだけなのでそこをお願い
します。」
と結びました。
この原告の訴えに応えるように、5月25日には熊本地裁で、6月24日には東京地裁で立て続けに国の行った引下げを違法とする原告勝
訴判決が下されました。
埼玉訴訟も原告の想いに応え、これらの判決に続けるよう前進していきたいと思います。

生活保護基準引下げ反対埼玉連絡会ホームページ

弁護士　鴨田　譲

（事務所ニュース・2022年夏号掲載）

全国一斉１０／２２「コロナ災害を乗り越える－いのちとくらし

https://saitamasogo.jp/archives/89838
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20220525/k10013642461000.html
https://www.tokyo-np.co.jp/article/185476
https://seikatsuhogosaitama.jimdofree.com/
https://saitamasogo.jp/kamodayuzuru
https://saitamasogo.jp/archives/89937


を守るなんでも電話相談会第１６弾」フリーダイヤル【拡散希望】
「コロナ災害を乗り越える 　いのちとくらしを守る なんでも電話相談会
～住まい・生活保護・労働・借金 etc…～」【第１６弾】実施のお知らせ

　コロナ禍の中、休業、解雇・雇い止め等により、労働者、事業者、学生、業種・職種を問わず、多くの人が、収入減少、失業等に追い込
まれています。
　２０２０年４月７日に緊急事態宣言が初めて発令されてから２年半が経過し、全国旅行支援、入国者数の上限撤廃など、経済再生の動き
が拡大しつつあります。しかし、コロナ禍が長期化し、失業から抜け出せない人、利用可能な支援策の終了等により追い詰められる人が後
を絶たず、物価高騰が生活の厳しさに追い打ちをかけています。特例貸付を利用した人の破産申立等も急増しています。

　そこで、引き続き、全国の弁護士、司法書士、労働組合、諸団体が連携して、下記要領にて、電話相談会【第１６弾】を開催いたします。
お気軽に、ご相談ください。また、多くの方にお知らせください。

【日　　時】　１０月２２日（土）午前10時～午後10時
【電話番号】　０１２０－１５７－９３０（フリーダイヤル）
上記時間帯、全国どこから架けても空いている回線に無料でつながります。

【相談例】
・社会福祉協議会の特例貸付（緊急小口資金・総合支援資金）の返済ができない。
・使える支援制度がなくなり、借金や家賃の滞納で困っている。
・生活費を支援する制度について知りたい。
・バイトを切られ、学費を払えない。
・今すぐ生活保護を受けられるか。
・住居を喪失した。
・福祉の窓口で追い返された。
・コロナウイルスによる営業不振を理由に雇い止めされた
・休業手当が払われない。新しくできた休業支援金のことが知りたい。
・無理な働き方でコロナに感染
・学費の支払いや奨学金の支払いが困難
・フリーランスや事業者を支援する制度について知りたい。
・住宅ローンの返済に困っている。
・コロナの「自宅療養」で困っている。
・コロナで生きるのが苦しい。死にたい気持…
・その他、様々な支払いができなくなるので不安である。

全国１８会場では、フリーWi-Fiスポットからの「つながる電話WEB」にも対応します。

https://saitamasogo.jp/archives/89937


●つながる電話WEB（ウェブアプリ）
https://pub.oden.works/#/

●利用方法
①上記のウェブアプリにアクセスしたあと、発信コード入力→電話アイコンタップか
②それぞれの専用URL（  https://pub.oden.works/#/  に下記発信コードをつなげたURL）からアクセ
ス→電話アイコンタップ
（例：東京：https://pub.oden.works/#/1022tok ）
で通話頂けます。

●発信コード
北海道：1022hok
岩手：1022iwa
秋田：1022aki
福島：1022fuks
群馬：1022gun
埼玉：1022sai
千葉：1022thib
東京：1022tok
神奈川：1022kan
富山：1022toya
福井：1022fuki
愛知：1022ait
滋賀：1022shi
京都：1022kyo
大阪：1022osk
広島：1022hir
徳島：1022toks
福岡：1022fuko

【寄付のお願い】
この電話相談会は、フリーダイヤルの通話料等で、毎回、５０万円程度の開催経費がかかっていますが、多くのみなさまの寄付に支えられ
て継続的に実施できおり、心より感謝申し上げます。
寄付口座は次のとおりですので、ご協力いただけますと幸いです。

百五銀行　橋南支店
普通預金　504273
コロナ災害を乗り越えるいのちとくらしを守る相談会代表田中武士

https://pub.oden.works/#/
https://pub.oden.works/#/
https://pub.oden.works/#/1022tok


【主　 催】コロナ災害を乗り越える いのちとくらしを守る なんでも電話相談会実行委員会、生存のためのコロナ対策ネットワーク
埼玉は、反貧困ネットワーク埼玉（連絡先：弁護士猪股正　048-862-0355/埼玉総合法律事務所）など

【協力】反貧困ネットワーク

10/21(金)・22(土)奨学金問題ホットラインのお知ら
せ
奨学金問題対策全国会議は、日々、貸与型奨学金の返済に困っている人の相談・救済活動を続けながら、学費と奨学金制度の改善を求めて
います。このたび、日本学生支援機構が長年にわたり、分別の利益を無視して保証人に過大請求を行ってきた点について、改善されること
になりましたが、他方、経済的困窮を直接の理由とする中退者・休学者が毎年約１万人に上り、貸与奨学金の延滞率は６．３％で、延滞者
の約７割は年収３００万円未満の低収入にあるなど、進学・在学者、奨学金返還者のいずれについても、なお少なくない方が厳しい状況に
置かれ、日本の奨学金・学費に関する課題はまだまだ山積しています。

奨学金問題対策全国会議はこれまでの経験を活かし、学生（奨学生）本人やその家族、保証人などその属性を問わず、奨学金を利用する必
要に迫られている、奨学金の返済に困っているなど、奨学金・学費について困っている方を支援するため、下記の要領で「奨学金問題ホッ
トライン」を実施します。

https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://hanhinkonnetwork.org/
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2022/10/6920de101ffd62fb8d11824d1bdf78ac.png
https://saitamasogo.jp/archives/89957
https://saitamasogo.jp/archives/89957


◆日時
２０２２年１０月２１日（金）、２２日（土）１０：００～１９：００

◆電話番号　
０５０－３１８８－５０２２【予約不要】
相談料：無料（通話料は、ご相談者様の負担となります）。

◆主催
奨学金問題対策全国会議
奨学金問題対策全国会議とは：奨学金の返済に苦しむ方の相談・救済活動を行いながら、真に学びと成長を支える奨学金・学費の制度改革
を目指す弁護士・司法書士・教員・研究者・労働組合役員などの集まりです

奨学金問題ホットライン（PDF）ダウンロード

「安保法制違憲訴訟」の証人尋問を代理人席で「傍聴」して（弁
護士　梶山敏雄）
10月13日、東京高裁で当事務所の伊須弁護士が弁護団の中心で担当している「安保法制違憲訴訟」の証人尋問が行われ、最大の山場だ
ということで、名ばかり代理人の私も代理人席で「傍聴」しました。
原審・さいたま地裁の敗訴判決の理由である「我が国が他国の戦争に巻き込まれたり、テロの標的にされたりする現実的な恐れはない」と
いう判断に対して、証人・小西洋之参議院議員（立憲）への１時間超の尋問により、安倍政権時に制定された安保法制・日米共同軍事演習
などによって、日本が戦争に巻き込まれる現実の危険性が生じていたことが、つい先日の北朝鮮ミサイル発射によるＪアラートと重なって
一層生々しく語られました。
小西証人が最後に裁判官らに向かって「現在の国会の惨状を見ると、今や司法しか国民の命を守ることができない。勇気を持って恐れずに
違憲判決を書いて欲しい」と語りかけたのが印象的です。
尋問を担当した佐々木新一弁護士は当事務所の創設期に所属した先輩弁護士で「年齢的にも最後の尋問かも」などと言っていましたが、な
んのなんの、法廷内に声も良く通った入念に準備された素敵な尋問でした。深谷弁護士、深井・山本両事務局も傍聴参加ありがとうこざい
ました。

弁護士　梶山　敏雄

画像：原審・さいたま地裁の様子

http://syogakukin.zenkokukaigi.net/
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https://www.facebook.com/ikensaitama/
https://cdp-japan.jp/member/3017
https://www.kokuminhogo.go.jp/kokuminaction/nkjalertqa.html
https://saitamatobu-law.jp/lawyer/sasaki/
https://saitamasogo.jp/fukayanaofumi
https://saitamasogo.jp/kajiyamatoshio


【コラム】昔の話を聞くこと（弁護士月岡朗）
ご高齢の方との任意後見契約をすることで、ご高齢の方とお会いして、その人のこれまでの半生を伺うこともあります。その時に、ご経験
された戦時中の状況のお話を聞くことがあります。私にとって、戦争といえば、依頼者であるご高齢の方から教えていただいた戦時中のお
話が最も記憶に残っております。

既にお亡くなりになった依頼者の方もいますので、詳細について、説明は差し控えますが、戦時中にご生活されていた方の話を伺う機会を
頂けたことは大変ありがたいことだったと思います。毎月お会いしている依頼者の方が、当時、何歳で、どこで、何をしていて、どのよう
に生活してたのか。一人の人間として知り合った上で、教えていただけたことは、本やニュースとは違い、空腹や空襲を鮮明に想像できる
ものでした。

情けないことですが、子供の頃や学生の頃に触れた、戦争の被害を訴える記念館や、戦争を題材にした本は、大切なことと思ったものの、
遠くのことと感じられました。

しかし、目の前のよくお会いする人から、戦争の話を聞くと、全く違って感じるものです。

もし、お知り合いのご高齢の方から戦時中の話を聞く機会があれば、当時のお話を聞いてみるのがよろしいかと思います。話の意味は、聞
き手において後から作られるものです。戦時中の記憶を聞かせていただける機会を大切にしていただければと思います。

弁護士　月岡　朗

（事務所ニュース・2022年夏号掲載）

【コラム】生きているうちに解決を（弁護士竹内和正）
建設アスベスト訴訟は、昨年5月、最高裁によって原告勝訴の判決が言い渡されました。国は最高裁での敗訴を受け、被害者に賠償するた
めの給付金法を成立させた上で、支払いを開始しています。しかし、国からの給付は被害額の半分に過ぎず、アスベストが含まれる製品を
作って利益を得ていた建材メーカーは、いまだ全国各地の裁判所で争い続けています。

この裁判は提訴からすでに14年が経過しています。14年はあまりに長い年月です。新人弁護士だった青年は中年になり、原告の皆さん
は14つ年齢を重ねるか、もしくはお亡くなりになりました。この間、提訴時にご存命だった300人近くの原告の方が「解決」をみるこ
とができないまま亡くなってしまっています。

https://saitamasogo.jp/archives/89836
https://www.koshonin.gr.jp/business/b02#:~:text=%E4%BB%BB%E6%84%8F%E5%BE%8C%E8%A6%8B%E5%A5%91%E7%B4%84%E3%81%A8%E3%81%AF%E3%80%81%E5%A7%94%E4%BB%BB%E5%A5%91%E7%B4%84%E3%81%AE%E4%B8%80%E7%A8%AE%E3%81%A7,%E3%82%92%E5%A7%94%E4%BB%BB%E3%81%99%E3%82%8B%E5%A5%91%E7%B4%84%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82
https://saitamasogo.jp/tsukiokaakira
https://saitamasogo.jp/archives/89833
https://kenasu.jp/


ただ、このような被災者数は単なる数字に過ぎず、それだけで被害の実態を把握することはできません。遺族として原告になった方それぞ
れの話を聞くたびに、名もない誰かが亡くなったのではなく、目の前にいる原告の方の愛する夫や妻、尊敬する親や祖父母、そして、大切
な子どもがそれぞれに亡くなったのだと思い知らされます。原告の皆さんは、愛する家族が苦しいと繰り返しながら亡くなっていく壮絶な
最期をなすすべなく看取り、この裁判に参加しています。使い古された表現ですが「奪われた命にはそれぞれに名前があり、全うすべき人
生があった」はずです。なぜ被害救済がすすまないのか、なぜ、この人たちがいまだに苦しみ続けなければならないのか。

原告の皆さんから、「私ももういつまで生きられるかわからない。なんとか解決まで生きていられたらいいんだけど・・・。」という話を
よく聞くようになっています。「もう少し頑張りましょう。」などと軽はずみに言うことはもうできません。

建設アスベスト訴訟は、「生きているうちに解決を」というスローガンのもと闘われてきました。もはや祈りに近い気持ちで「生きている
うちに解決を」と考えています。

弁護士　竹内　和正

（事務所ニュース・2022年夏号掲載）

https://saitamasogo.jp/takeuchikazumasa

